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• 2月3日、13時15分に東証適時開示および当社WEBサイトで発表した、2021年3月期第3四半期決算につき
まして、ご報告申し上げます。

• お手元に「2021年3月期 第3四半期決算短信」、「2021年3月期 第3四半期決算補足資料」、「2021年3月期
第3四半期決算報告」をご用意ください。

• 主に、「第3四半期決算報告」に沿って説明しますので、よろしくお願いいたします。
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• スライド１のエグゼクティブサマリーをご覧ください。

• 2021年3月期は、コロナ感染がグローバルレベルで拡大が続くなど経営環境の変化が大きい中、上段に
記載の経営方針の下、食の安定供給を維持しつつ、中期経営計画の達成と、アフターコロナの社会にお
ける更なる成長を実現するための経営基盤強化を目指しております。

• 第3四半期の連結業績は前年比増収・大幅増益となり、売上収益、営業利益、四半期利益ともに第3四半
期として過去最高を更新いたしました。

• 売上収益は新型コロナウイルス感染症の影響は一部の海外拠点を除いて第1四半期をピークに7月以降
は落ち着きましたが、ベース需要が伸び増収となりました。営業利益につきましては、増収効果に加え、広
告宣伝費、販管費の抑制等により増益となりました。

• 国内即席めん事業は、2019年6月に実施しました価格改定の影響と新型コロナウイルス感染症による巣
篭り需要の増加、更に拡販費の抑制等により、増収・増益となりました。

• 低温事業および菓子・飲料事業においても、新型コロナウイルス感染症対策による巣篭り需要増に加え湖
池屋の連結子会社化の効果により、 増収・増益となり、この結果、国内その他を除く全セグメントで増収・
増益となりました。

• 海外事業は、米州地域および中国地域の事業が引き続き好調で、欧州地域、アジア地域も順調に業績を
伸ばし、全地域で増収・増益となりました。

• その他連結調整では湖池屋の連結子会社化に伴う段階取得にかかる差益の発生等により大きく増益とな
りました。



• スライド2は第3四半期の実績サマリーです。

• 売上収益は、前期比258億円増収の3,738億円。

• 営業利益は、前期144億円増益の499億円。

• 親会社の所有者に帰属する四半期利益は、前期比106億円増益の362億円となりました。

• 営業利益率は13.4％、親会社の所有者に帰属する四半期利益率は9.7%となります。

• また、2月3日に公表しましたとおり、2021年3月期の1株当たり期末配当予想につきましては、2020年6月、
通過目標として掲げていた時価総額1兆円を達成いたしましたことを記念して、1株当たり55円の普通配当
に、10円の記念配当を加え、期末配当を1株当たり65円とすることといたしました。これに伴い、年間配当
予想を110円から120円に修正します。
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• スライド3はセグメント別売上収益の実績です。

• 国内は143億円増収の2,691億円、海外は114億円増収の1,047億円で着地しました。

• 為替の影響89億円を除くと204億円の増収となります。

• 各セグメントの詳細については次のスライド4で説明させて頂きます。
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• スライド4はセグメント別売上収益の詳細です。

• 日清食品は、1,549億円と前期比41億円の増収となりました。

カップめんは、主力ブランドの「カップヌードル」「どん兵衛」「U.F.O.」が堅調で、前年並みで着地。

袋めんは、「チキンラーメン」「出前一丁」「日清これ絶対うまいやつ！」をはじめとするPrime袋めんカテゴリ
ーが堅調で、前期比+11％となりました。

「その他」ジャンルでは、「カレーメシ」などライスカテゴリーが好調で、前期比+10%で着地しました。

• 明星食品は、280億円と前期比10億円の増収となりました。

• カップめんは、新ブランド「麺神」が貢献するも、コロナ禍における首都圏のCVS苦戦が影響し、ほぼ前年
並み。

袋めんは、「チャルメラ宮崎辛麺」の好調もあり伸長、新ブランド「麺神」も貢献し、前期比+32％で着地して
います。

• 低温事業です。チルドは、新型コロナウイルス感染症による需要拡大により、「行列のできる店のラーメン」
等、主力ブランドが堅調に推移し、前期比+4％で着地しました。

また、冷凍事業は、業務用は縮小したものの、新型コロナウイルス感染拡大による巣篭り需要を受け、前
期比+10%の増収となりました。この結果、低温事業では35億円増収の464億円となりました。

• 菓子・飲料事業では、373億円と前期比64億円の増収となり、日清シスコ、日清ヨーク、ぼんちの全ての事
業で増収となっています。

日清シスコは、グラノーラを中心にシリアルが大きく増収、前期比+15%の増収となりました。

日清ヨークは、基幹ブランド「ピルクル」は65mlを中心に増収、また「十勝のむヨーグルト」はホームサイズ
が増収となり、前期比+7％の増収で着地しました。

ぼんちは、「ピーナツあげ」や「海鮮揚煎」等が好調に推移し、ほぼ前年並みで着地しました。

また、12月より湖池屋を新規連結しています。

• 米州地域は、532億円と47億円の増収となりました。主にブラジルレアル安によるものですが、為替の影響
81億円を差し引くと実質129億円の増収となります。米国は新型コロナウイルス感染症により受注数が増
加した影響もあり、普及価格帯品とプレミアム商品の販売好調により増収。メキシコは主力商品の「CUP
NOODLES」「U.F.O.」とも大手チェーン向けが販売好調で増収。ブラジルは主に新型コロナウイルス感染症
による需要増で販売拡大し増収となりました。

（次ページに続く）
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• 中国地域は、353億円と41億円の増収となりました。為替影響4億円を差し引いた実質的な伸びは44億円
でした。香港は家庭内喫食の増加により、即席めん事業は堅調に推移し、また袋めんの輸出も売上拡大
を牽引し、前年比+6%の増収となりました。大陸は、「カップヌードル」「出前一丁」の販売ボリューム増によ
り、前期比+20%の増収で着地しています。なお、大陸の売上収益には、2019年4月より事業を開始しており
ます上海東峰貿易有限公司の食品飲料卸売事業も含んでいます。

• アジア地域は、94億円と10億円の増収となりました。全ての地域で増収となりました。

• EMEA地域は、「CUP NOODLES」「Soba」「Demae Ramen」ブランドが好調に推移し、66億円と14億円の増
収となりました。

• 続いて、スライド5 セグメント別の営業利益です。

• 国内は、75億円増益の367億円、海外は、26億円増益の132億円で着地しました。

• 海外の為替の影響額は11億円です。

• そこに、「グループ間調整」及び「その他連結調整」の連結調整額1億円を差し引いた、499億円が連結営
業利益です。なお、湖池屋株式取得による段階差益45億円は「その他連結調整」に含まれています。

• 各セグメントの詳細については次のスライド6で説明させて頂きます。
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• 日清食品は、前期2019年6月に実施した価格改定の影響と巣籠り需要により増収となったことに加え、販売
費や広告宣伝費の未使用や新型コロナの影響による一般管理費の削減により、関西工場の減価償却費及
び物流費等の増加を吸収し、営業利益は41億円増益の265億円となりました。

• 明星食品も同様に価格改定と販売数量増加による増収と促進費等の減少、広告費の投入時期見直し、一
般管理費の減少により6億円増益の30億円となりました。

• 低温事業は、チルド事業が主力製品の販売増により増益となり、冷凍事業も増収効果による利益増と生産
性向上による利益効果により増益となりました。セグメントの営業利益は15億円増益の30億円となりました。

• 菓子・飲料事業は、日清シスコ、日清ヨーク、ぼんちともに、新型コロナウイルス感染症対策による巣篭り需
要増による増収により、増益となりました。また、持分法損益は増益でした。セグメントの営業利益は18億円
増益の33億円となりました。

なお、持分法適用会社であった湖池屋を12月より連結化しましたので、菓子・飲料事業セグメントの営業利
益には、湖池屋の12月の1か月分の営業利益と、1-11月の11か月分の持分法利益を取り込んでいます。

• 米州地域は、3億円の増益となり、営業利益は39億円となりました。為替の影響9億円を引いた実質的な伸
びは13億円となります。

米国は、普及価格帯商品の販売数量増とプレミアム商品の好調により増益。

メキシコは、ペソ安による原材料費高やラベル規制対応に伴うコストを販売数量増と値上げ効果で吸収し増
益で着地しています。

ブラジルは相場高とレアル安による原材料費高を5月、11月に実施した値上げと販売増で吸収し増益で着地
しています。

• 中国地域は、9億円増益の40億円となりました。香港は、売上増と売上増に伴うコスト低減により大幅増益と
なり、大陸も主力商品が堅調で増益で着地しています。

• アジア地域は、6億円増益の33億円で着地しました。タイでは10バーツの袋めんが引き続き好調でしたが、タ
イRHQ-Asia新規連結化に伴う費用増により減益。シンガポールは新型コロナウイルス感染症による需要増
に伴い、増益。インドネシアも主力製品を伸ばし、赤字幅縮小。ベトナム、インドも赤字幅が縮小しました。ま
た、このセグメントの持分法損益はプラスでした。

• EMEA地域の営業利益は、6億円増益の18億円で着地しました。欧州及び持分法適用会社ともに増益となり
ました。

• 持分法損益の詳細は、補足資料の10ページでご確認ください。

• その他連結調整は湖池屋の連結子会社化に伴う段階取得にかかる差益の発生等により42億円のプラスと
なりました。 6
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• スライド7には、非経常損益の影響を記載しています。今回、その他連結調整において、湖池屋の株式取
得による段階取得差益45億円が新たに発生しています。
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• スライド8、営業利益の費用別増減分析です。

• まず、国内から説明します。

• 売上収益変動は、2019年6月に実施した価格改定並びに新型コロナウイルス感染症影響による売上増と
販売費率の改善により56億円の利益増となっており、 原価率変動は原材料費の減少とブランドミックス
の影響により18億円の増益要因となっています。

• 物流費比率は単価の上昇で9億円の費用増となりました。

• 減価償却費は、関西工場稼働等により、2億円の費用増となりました。

• 広告宣伝費は、期ズレ等が発生し、4億円の増益要因となっており、一般管理費も、コスト見直しによる費
用の減少と、グループ各社の管理費削減の効果により、5億円の増益要因となっています。

• 最後、その他損益では、前期に計上した関係会社の清算による戻り益4億円の反動に加え、当期に計上し
た固定資産減損1億円の影響があった一方で、前期に計上した固定資産減損4億円の反動、また、当期に
計上している関係会社の清算による戻り益3億円の影響等によりほぼ前年並みです。

• 次に海外について説明します。

• 売上収益変動は、全地域における販売増により、33億円の利益増となっています。

• 原価率変動による4億円の利益減の主要因は、主に米州地域において原材料費の高騰がありました。ま
た、物流費比率も、6億円の費用増となりましたが、こちらも米州地域における物流費増による影響が主な
要因です。

• 一般管理費は、主に中国地域における管理費増がありましたがほぼ前年並みです。

連結全体では、別途「調整額」の差異が生じますが、湖池屋株式取得による段階取得差益45億円を計上
しております。



• 当第3四半期の新型コロナウイルス感染症の業績インパクトについてご説明します。

• 新型コロナウイルス感染症による、2021年3月期第3四半期の売上収益への影響はグループ全体で約122
億円と算出しております。先月1月5日に通期業績予想を修正しましたが、国内では緊急事態宣言が発令
されるなど、引き続き先行き不透明の状況が続いています。それらの動向も注視し、見通しが立ち次第、
必要に応じて適宜見直しを行っていくつもりです。
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• 最後に、1月5日に公表しました2021年3月期通期業績計画についてご説明します。

• この度、第3四半期の実績見通しがたったこと、また、湖池屋の連結子会社化が当社連結業績に与える影
響が定まったこと等から、現時点における見通しを可能な限り迅速に開示することを重視し、ご覧の通り、
上方修正を行っています。なお、現時点においては、セグメント別業績計画の開示は差し控えさせていた
だきます。

• 以上にて、2021年3月期第3四半期の決算について、説明を終わらせていただきます。
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